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【高岡市液状化対策に関する中間報告（概要版）】 令和６年９月 

 

令和６年１月に発生した能登半島地震で、道路や宅地等における液状化の被害が大きかった地区を対象に、液状化に関する基礎的な調査を行い、今後の大

規模地震に備えた液状化対策について調査・検討を行っています。 

 今回の中間報告は、これまでの調査結果を基に、液状化の要因や再液状化の可能性及び候補となりえる対策工法についてとりまとめたものです。今後、さ

らに詳細な追加調査を行い、それぞれの地区にあった有効な工法を検討します。 

 

■被害状況 

 2024 年（令和６年）１月１日 16 時頃に石川県能登地方で発生した「能登半島地震」で、高岡市は震度５強の揺れを観測しました。地震の継続時間は約１

分であり、長い揺れが続きました。この地震の影響で、高岡市内の特に「伏木」・「吉久」・「横田」の３地区では、液状化現象が発生し、道路や上下水道等の

インフラが甚大な被害を受けたほか、宅地の傾斜や沈下が多く発生しました。 
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■なぜ液状化したのか 

 被害が大きかった３地区で地盤調査を実施したところ、いずれの地区も、地下水位が高く、地表面近くに緩い砂の層が確認されました。この地下水で満た

された緩い砂の層に地震の力が加わり、液状化現象が起きたと考えられます。 

■再液状化するのか 

 地盤調査で得られた情報を基に、再液状化の可能性を検討しました。その結果、能登半島地震で液状化現象による宅地の被害が多かった地点では、同規模

の地震が発生すれば、地下水位の高い、地表面近くの緩い砂の層で、再び液状化する可能性があることがわかりました。 

【 伏 木 】                            【 吉 久 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 横 田 】 
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■道路と宅地の一体的な液状化対策 

調査の結果、再び液状化する可能性が高いことがわかったため、今後、さらに詳細な追加調査を行い、それぞれの地区にあった有効な工法を検討します。 

 

－候補となりえる対策工法－ 
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■対策工法を検討するための追加調査                      

 候補となりえる対策工法について詳細に検討を進めるため、追加でボーリング調査等の地盤調査を行います。その情報を基に、今後、詳細な検討を行いま

す。 

■今後のスケジュール                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高岡市都市創造部都市計画課 

TEL：0766-20-1433 

【道路と宅地の一体的な液状化対策の注意点】 

・この対策は将来の地震に備え、地域を液状化しにくくするための対策であり、中長期的に取り組むものです。 

・対策実施に至った場合、この対策の効果が見込まれる宅地の所有者等に、一定の費用負担が生じる可能性があります。 

・詳細な検討により十分な効果が得られないと判明した場合や、住民の合意が成されない場合等の要因で、対策工事に至らないケースがあります。 

・対策施設の効果は年数と共に低下する可能性があり、いずれ更新が必要となります。 


